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第4固定例会の
あらまし

平成6年第4固定例会が、

11月29日から12月16日まで

の18日閣の日程で悶かれま

した。

この定例会では、一般会

計係正予算および条例改正

など19件の市長提出議案を

審議し、すべて原案どおり

可決したほか、意見書2件、

請願6f~キを審議しました。

また、 各会派の代表質問

が7人の議員により、一般

質問が10人の議員により行

われました。

《予
算
関
係
》

一
般
会
計
補
正
予
お

箇
窓
徳
助
金
の
決
定
な
ど
に
伴
う
街

路
笠
備
事
業
費
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設

窟
補
助
金
や
、
対
象
者
の
溜
加
な
ど
に

よ
り
不
足
が
見
込
ま
れ
る
生
活
保
護
費

の
ほ
か
、
千
葉
市
都
市
整
備
公
社
か
ら

の
小、

中
学
校時
間舎
の
取
得
経
費
お
よ

び
平
和
都
市
喜
吉
田記
念
像
建
立
の
た
め

の
準
備
経
費
な
ど
、
合
わ
せ
て
十
六
億

九
百
二
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
一
般
会
計
の
予
鍔
鉛
額
は
、
三

千
六
十
四
億
九
千
五
百
九
十
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

《
条
例
関
係
》

平
義
市
区
の
級
恒
等
に
閲
す
る
条
例
及

び
平
家
市
街
他
地
区
及
び
綿

Mum務
所

銭
箇
条
例
の
一
郎
改
正

中
央
区
役
所
お
よ
び
中
央
縮
批
事
務

所
を
中
央
区
千
葉
港
か
ら
中
央
区
中
央

3
7
呂
に
移
・
恥
す
る
た
め
、

条
例
の一

お
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
周
段
保
全
塁
本
条
例
の
全
部
改
正

市
煽
混
の
保
全
お
よ
び
創
造
に
関
し
、

基
本
理
念
を
定
め、

市
、
軍
事
業
者
、
市

民
の
資
副
知
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

防
策
の
基
本
と
な
る
背
中
市
唱
を
定
め
る
た

め
、
条
例
の
全
部
会
定
改
正
し
、
千
葉

/r一
市
環
涜
県
志
条
例
を
制
定
し
ま

〆

す
。

¥

平
潟
市
営
住
宅
等
段
位
間
回
復

、

条
例
の
-
M
酬
改
正

新
た
に
花
見
川
区
千
樋
町
地
内

に
市
営
住
宅
を
殺
閉
山
す
る
と
と
も
に
、

稲
毛
区
の
ぬ
町
第
1
団
地
の
恕
て
笛
・
ぇ

事
業
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
・

〈
町
の
区
峨
及
び
名
称
の
変
更
》

花
見
川
区
浪
花
町
、
焔
旬
、
武
石
町

1
丁
目
の
一
郎
を
、
新
た
に
磁
お
1
丁

目
か
ら
3
丁
目
な
と
に
変
更
し
ま
す
。

《土
地
の
取
得
》

仮
称
千
葉
市
少
年
自
然
の
家
の
用
地

と
し
て
長
生
郡
長
柄
阿
の
土
地
を
九
千

九
百
二
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

《財
産
の
取
得
》

千
葉
市
立
西
の
谷
小
学
校
と
彩
猿
本

郷
申
学
校
の
校
舎
を
千
葉
市
都
市
楚
備

公
社
か
ら
、
総
額
五
億
四
千
三
百
十
四

万
円
で
取
得
し
ま
す
.

《
工
事
請
負
契
約
》

主
嬰
地
方
辺
畏
渇
剖
鵠
沼
紛
道
路町制
鶴

改
良
工
事
を
三
億
七
千
八
百

一
方
向
で

行
い
ま
す
.

《千
葉
外
房
有
料
道
銘
の
事
業
計

函
の
変
更
》

千
葉
外
房
有
料
道
路
の
料
金

(車
種

区
分
)
の
変
更
に
つ
い
て
、
千
葉
県
道

路
公
社
か
ら
同
患
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、

こ
れ
に
同
窓
し
ま
す
。

この市議会だよりは湾室経を使用してい去す
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同
閏
嗣
国
間
間

ω月
刊
は
日
お
よ
び
ロ
月
5
日
に
聞
か

れ
、
議
案
同
件
、
請
願

6
件
、
陳
情
5

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
議
案
を
可
決
し
、
誇

m-際
情
は
、
間
博
個
肌
送
付
4
件
、
不
録
択

3
件
、
継
続
審
査
4
件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

{所
管

"
総
務
局、

政
局
な
ど
}

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
4
伶

を
欝
査
し
、
平
和
都
市
宣
言
記
念
像
の

企
剛
珊
刷
絞
日向、

Mm

」J尾r決心た・・・・l
昌圃震見書竺且|

12月16日に、議員提出議案として 2件の意見

書が上程され、次の 1件を可決し、内閣総理大

臣や国の関係機関に送付しました。

アメ リカ合衆国等における在留邦人の
安全確保を求める意見書

オープン間近の:Ji中央広役所

制
作
準
俄
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、

が
あ
リ
ま
し
た
。

民
生
教
育
委
員
会

(所
持同
"
市
民
生
前
向
、

教
訓M
委
員
会
)

平
一
葉
市
区
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

及
び
千
葉
市
福
他
地
区
及
ひ
箔
祉
事
務

所
設
雷
条
例
の
一

部
改
正
、
町
の
区
域

及
び
名
称
の
変
更
な
と
議
案

6
件
、
議

開閉
2
件
、
陳
情
1
件
を
宮町査
し、

町
の

名
称
の
変
更
に
つ
い
て
、
新
し
い
町
名

を
「山町恥
」
と
す
る
ま
で
の
経
綾
な
ど
の

本年3局、アメリカ合衆国において、本市出身者を含

む2人のB本人留学生が銃撃事件により命を怒とじ、 8
月にも日本人青年が00われ、銃により命を奪われる事件

が発生した。

このような事件の続発は、在留邦人に不安を抱かせ、

経済活動や文化交流の推進に大きな際警となるばかりで

なく、友好親善関係にまで髭響を与えかねない。

よって、政府におかれては、アメリカ合衆国政府等に

対し治安対策等の一層の強化について要請するとともに、

留学生をはじめとする径留邦人の安全確保対策を推進さ

れるよう強く要望する。
質
問

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

V
高
齢
者
の
医
第
費
助
成
等
に
つ
い
て

の
請
願

不
深
沢

V
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
請
願不

奴
択

原
稿
端
消
防
曇
員
会

(所
問料
"例制問
批
衛
生
局
、

泊
四抑
問
、
消

防

m・
水
抽出
向』

千
葉
市
m
鳩
山
境
保
全
基
本
条
例
の
全
部

改
正
な
と
箆
案
3
件、

請
願
3
件
、
陳

情
1
件
を
審
査
し
、
同
開
縫
基
本
条
例
に

つ
い
て
、
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
改
正

条
例
と
俗
ゼ
て
鈍
簡
が
あ
り
ま
し
た
。

V

歯
科
健
康
診
断
制
度
の
創
設
等
を
求

め
る
一議
開

不
採
択

V
街
科
保
健
対
策
の
充
実
を
求
め
る
請

願

採
択
送
約

V
カ
ラ
ス
被
害
対
策
に
関
す
る
陳
情

問問
択
送
付

ーーーーョ蓬持動一一一一

.1d U 

F五百I名1高徳 1-3T!3付近

経
済
建
設
委
員
会

{
m
w
n
u
統
府
川
山
政
局、

山叫
設
向
な
ど
}

主
要
地
方
道
長
沼
紛
係
線
道
路
新
設

改
良
工
事
請
負
契
約
な
と
議
案

3
件、

請
願
1
件
を
審
査
し
、
長
沼
船
僑
織
に

つ
い
て
、
三
角
町
湾
問
問
工
取
に
係
る
清

国向
車
両
の
交
通
量
予
測
な
ど
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た。

守
大
広
町
自
治
会
地
区
内
の
道
路
排
水

及
び
流
水
処
理
等
に
関
す
る
話相一
一服

採
択
送
付

都
市
下
水
委
員
会

(所
管
制

都
市
局
、
下
水
道
府
}

一
般
会
計
総
正
予
算
の
議
案

1
件
、

陳
情

3
件
を
審
査
し、

主
要
辞
線
街

路

・
活
問
町
昌
国
田
町
線
の
用
地
震
収
か

ら
鍛
工
ま
で
の
総
事
業
費
な
ど
に
つ
い

て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

V

「
千
葉
市
動
物
公
図
年
間
入
図
パ
ス

ポ
ー
ト
」
発
行
に
関
す
る
際
情採

択
送
付

~ 
ーーエ王手事ι一一一一

明

彊

間

期
疑
割
強
議
決

問
時
質
州
制
討
採

援

対

※

開会
会期決定
議案上程

提案者説明
議案質疑

1n案 ・話頭委員会付託

動物公鈎

----& 

般
質
問

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
、
ロ
月

刊M
巴
か
ら
は
M

臼
ま
で
の
4
日
悶
に
ゆ
人

の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な

質
問
活
自
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

-
錨
祉
行
政
に
つ
い
て

。
効
率
的
な
市
政
の
巡
門昌
に
つ
い
て

-
引
世
紀
千
葉
時
代
の
到
来
を
願
い
反

望
と
提
案
を

-
泉
地
区

(中
田
・一尚
復
・
野
呂
)
の
図

き
館
建
設
と
、
白
井
公
民
館
と
泉
市

民
セ
ン
タ
ー
の
廷
で
一
首
え
に
つ
い
て

・
外
郭
団
体
の
活
性
化
に
係
る
諸
問
題

に
つ
い
て

・
涜
帰
行
政
に
つ
い
て

・
労
働
行
政
に
つ
い
て

・
在
宅
医
療
に
つ
い
て

-
部
川
上
流
部
の
水
害
対
策
と
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
例
措
叫に
つ
い
て

-
地
峨
経
済
の
娠
問
問
に
つ
い
て

器印11.第 1国・第3毘の持別
愛民主の中での品行われる.

一一一一，蚤諸;n1lーーー

代表(一朗質問
祭員長報告

討論
採決
閉会

ふ

談会は常に開かれているわけ

ではなく 、一定の期間に限っ

て隠かれます。この期間を会

期といいます。議会は閉会に

よって法的に活動できるように

なり、閉会によりその活動能

力を失います。

会期中には、本会議および

常任 ・特別委員会が関かれま

す。本会議は全議員で構成さ

れ、級会の窓思はこの窓会誌

の議決により決定されます。一

方、蚕員会は本会議に提案さ

れた議案などを予備的、専門

的に審査し、本会議の審議を

能率的に進めるための判断資料

を提供するもので、その決定

i救世外的には効力をもたない議

会の内部機関です。

本市議会の会期はおおよそ右

記のような流れて・運営されま

す。

ただし、第 1固定例会は新

年度予算を、また、第3固定

例会は決算を審議するため特別

委員会カミ量霞されますので、多

少流れが異なります。

傍
聴
の
ご
案
内

平
成
7
年
第
1
宙
定
例
会
は
2

月
M
臼
な
b
開
会
す
る
予
定
で
す
。

窓
会
諮
は
、
原
則
と
し
て
公
開

・

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も

、

傍
陪
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4
J

傍
聴
さ
れ
る
方
は、

本
会
議
の

一-
当
日
、
議
事
釜
山
惚
1
隠
の
受
付

コ

で
、
李
続
き
を
お
願
い
し
去
す
。

一泊
点
字
版
と

山内

テ

1
プ
版
の
配
布

銅

自
の
不
自
由
な
方
に
、
市
議
会

お

の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
の
点
字

級
と
テ
ー
プ
版
を
発
行
し
て
い
ま

す
。配

布
を
湾
望
さ
れ
る
方
が
い
ま

し
た
ら
、
ご
透
伸
縮
く
だ
さ
い
。

ヨ
4
12
ヨヨ

a
・
M

制
作
附
け
ま
し
て

一

い

一
同
一一一函

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

l
l
ι
l
l
ま
ず
。
市
民
の
低
級

宮
司
】
一回

目
剥
圃

に
は
祈
み
を
迎
え
ま

事

む
ニ

F
E
U
し
て
お
変
わ
り
な
く

お
過
ご
し
の
二
と
と

忠
い
ま
す
。

本
年
b
昨
年
に
併
し
ま
し

て
ご
支
彼
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
側

い
叩
し
ト
.げ
ま
す
。

-
炎
終
に
制
収
し
ま
し
た
「
円
の
山山
」

は
、
加
凶
M

刊
只
何時
ハム
一捌
か
ら
の
眺
め
で

す
・
こ
の
公
邸
は
純
文
時
代
の
溢
跡
と

し
て
日
本
段
ト
ハ
の
脱
出
耐
を
誇
る
加品
目M
刊

只

%
を
続
備
し
た
も
の
で
す
・

F
巣
市
は
、
ト八
川市
民
隊
な
ど
の
密
集

地
と
し
て
、

位
界
的
に
何
%
で
す
。

州制
文
の
人
舟
が
眺
め
た

U
の
山
を
、

A
V
技

q
が
同
じ
附怖に
M

凡
て
い
る
と
則。
う

と
向
か
悠
純
潔
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

@
今
閉
は
第

4
M
定
例
会
を
小
心
に
拘

峨
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
総
会

の
品川き
を
市
川町
の
傍
憾
に
.
よ
り
分
か

り
ゃ
す
く
縦
し
み
や
す
い
形
で
お
仰
け
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
.
ボ
氷
く

こ
品
目
先
読
の
ほ
ど
を
お
胤
い
い
た
し
ま
す
.

ぷ
読
み
に
わ
怯
り
ま
し

て
.
ご
怠
H

見
、
ご
悠

忽
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
.

「ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
民
会

問
い
合
せ
先

議

会

ボ
時
間向川
州
市且棚岬

会
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